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要 旨：鶴岡市郷土資料館所蔵の『みやげつと』写本AB二種について、筆写者による本  
文表記の正確性を探るべく、ルピ表記を対象に比較検討した。B本はA本の伝える本文を整  
理・転写して成った本と考えられ、A本が総ルビに近い状況であるのに対し、B本ではルビ  
が整理・省略されている。すなわち、しばしば初出例を除いての同一語におけるルピの省略、  
字音語の読みと異なる義訓を除いてのルビ省略、字音語の表記を変換してのルビ省略、庄内  
方言特有のカタ行有声化による濁音ルピの清音表記であり、これらはこと筆写者の意識に左  
右されやすい要素であることが判明した。これを方言資料として利用する場合、B本は注意  
を要することを述べた。   
キーワード：郷土資料・『みやげつと』・表記・ルビ・方言資料  
1．はじめに   
鶴岡市郷土資料館に、『みやげつと』と題して郷土に取材した戯作が蔵せられている。鶴  
ケ岡城下の市井の風俗を描いているが、作者については分からない。成立期は文久から慶応  
にかけてではないかと推定されている‖）。   
この作品の全文は、鶴岡市史編纂会による翻刻が『生活文化史料』（鶴岡市史資料編 荘  
内史料集20）に掲載されている。それに拠れば、同資料館内には二種の写本のあることが  
知られ、そのうち一種は筆写時期が他方より古いと思われるものの、終わり三丁ほど欠落し  
ている。いま一方の写本は、斎藤治兵衛という郷土史家の筆写したものである。『庄内人名  
辞典』の記述に拠れば、斎藤治兵衛は玄々堂を号し、大正期に600点に及ぶ近世庄内地方の  
郷土資料群を筆写したと言う。これを玄々堂叢書（全38巻）と呼ぶが、同叢書24巻に『み  
やげつと』が収められている。上記翻刻は、主として古い方の写本を底本とし、欠落部を玄々  
堂叢書本によって補うものである。   
玄々堂叢書本は、他方より古い写本の伝える本文を整理・転写した可能性が高いと考えら  
れる。何分他の写本類が一切残っていないのである。こうした郷土資料を筆写によって残す  
場合、筆写行為にどの程度の精度が認められるのであろうか。筆写者の意識のほどがどのよ  
うな具体的な姿を伴い筆写本文に反映されるのであろうか。このような問題を意識しつつ、  
『みやげつと』二種間の表記差をめぐって、まず小稿ではルピについて検討したい。   
2．1．本書の内容   
本書は、次の7つの章段によって構成されている。（）内は話の長さを量的に示したも  
のである。   
イ ー日市の木綿店（3丁半程度）   
ロ 七日町の姻家 （4丁半程度）   
ハ 魚市の繁昌  （1丁程度）   
ニ 青物市  （1丁半程度）  
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ホ 八軒街唄女の薄情（2丁半程度）   
へ 五日町染屋の明後日（2丁程度）   
ト 念仏講の老婆（3丁程度）   
それぞれ簡単に粗筋をまとめておく。まずイについて、孫娘の婚姻支度のために、木綿屋  
を訪れた老婆が、店頭の衣料品を品定めしながら、番頭と値引き交渉をする。高直だとして  
数度帰りかけるものの、値引きするとの引き留めに結局応じて、綿入れを買って帰るという  
話である。ロは、七日町の遊女屋に出入りする人物を描写したもので、ある遊女の常客（武  
士）が来店し、一夜をともに過ごすが、寝過ごしてしまい、夜が明けてから客が帰るという  
筋書きである。ハは、魚市で客が店主と値引き交渉する様子、ニは八百市にて掛け値をした  
店主の悪知恵にまんまと欺される客の様子が描かれている。ホは、ある芸者と深い仲にある  
粋客の来ているところに、この芸者に入れ込む富豪の馴染み客が来合わせ、晶虞にされてい  
るだけに袖にもできず、何とかして早く帰そうと仮病を使う芸者の様子が描かれている。へ  
は、娘に染浴衣をねだられた母親が紺屋に注文するも盆前の多忙期でなかなかできないとこ  
ろ、いよいよ堪忍袋の緒の切れた母親が烈火の如く怒鳴り散らす姿に、店の若い衆が気を取  
られて藍掛こ落ちてしまう。その様子を見た亭主が、このように急な染め物が入りご注文の  
邪魔になっております、と言い抜ける滑稽譜である。トは、後生を願うはずの念仏講にだら  
だらと集まる老婆が、一旦家に帰ると口の達者な嫁と静いになり、その腹いせに孫にあたる。  
嫁は老婆の病癖に耐えず、南無阿弥陀仏を念ずるという浮世話である。   
2．2 二種の本文   
まず、筆写年代が古いと考えられる方の本文について、本稿では便宜上A本と呼んでおく。  
また、玄々堂叢書の本文をB本と呼んでおく。項目ごとにABの異同を見る。  
A   B   
整理番号  「HL37，5／y」   「LO8／Sl／1－24」   
合綴資料数  3資料   7資料   
落丁の有無  本文の終わり数丁欠落部あり  全丁揃い   
B本からの転写本文により一部補綴  
表 紙 題  「新板／美屋計都登／全」   「七／美屋計津登 完」   
表紙1丁分・  
丁 数   本文オリジナル（15丁目録・本文）  
後人の綴じ足し2丁（16裏～18裏）   
行 数  半丁につき8行  半丁につき原則9行   
落丁補綴部原則10行  
識 語  B本の識語を転写  斎藤玄々堂筆（内容は諸注（1）参照）   
（原本欠落を後人が転写により補綴）  
挿 絵  なし   8画（2裏～3表・6裏・8裏・  
11表・12裏・15表・17裏・20表）  
うえの表について、補足説明しておくべきことがある。「合綴資料数」とあるのは、綴じ  
合わせた幾つかの異なる資料がABそれぞれに存するということを意味している。A本の資  
料は、それぞれ別々に存していた、異種にして不揃いの資料を1冊に合綴したものと見られ  
る。対してB本は、当初から多数にして多岐にわたる郷土資料を整理・編成するという企図  
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のもとに編まれているため、1冊としての体裁が整っている。   
今回、AB本間の表記法における比較検討を行うのであるが、対象となるのは、A本にお  
けるオリジナルの部分15丁分と、B本におけるA本文対応部分である。すなわち、A本に  
おける2丁表から15丁裏までと、B本における1丁表から17丁表8行目までである。話の  
内容でいえば、2∴で示したイロハニホとへの前半部分がAB揃って共通する部分であり、  
への後半部分とホ全部はA本において欠落した部分である。この欠落部は調査の対象外と  
する。  
3．1．『みやげつと』におけるルビ   
ニ種間における漢字に施されたルビを通覧すると、概してA本は総ルビに近い様相を呈し  
ている（2）。たとえば「店」という語について、本書において多く「番頭」を意味する店長の  
頭文字としても使われているが、18例を数える「店」に「みせ」ないし「ミせ」というル  
ビが17箇所に付されている。対してB本では、「店」の初出例、1丁表6行目（以下「1オ⑥」  
のように記す）からしてすでにルピは付されていない。B本における同語は、1例のみ「店  
毎」という連語においては「みせごと」（1ウ⑦）とあるものの、以降付される様子は見せ  
ない。つまり、総ルビに近いA本のルビは、B本においては制限されているという状況であ  
る。むろん、A本において、ルビの伴われない漢字表記もあれば、B本でも付されている例  
はある。まず、B本と重複するA本15丁までで、A本にルビのない漢字表記を拾ってみると、  
数詞またはそれを含む語において、以下のとおりルビの付されない傾向が顕著である（3〉。   
一の谷（－たに、13オ⑦）、一人前（－まい、坦塵）、一束（10ウ⑦）、  
一朱ニッ（4ウ⑤）、－ツはい（3ウ⑧）、一歩（10ウ⑥／－ぶ・4オ⑥）、   
一歩二束（10ウ⑤）、一ツ（旦三豊）、   
二十匁（－め・7オ⑦）、二人前（堕塵）、二百鰊人（－ひやぐよにん・5ウ②）、  
二両（3オ⑤・4オ⑤）、二両一歩（4ウ④）、二両二束（4オ⑧）、二両二歩（3ウ④）、   
ニッ（旦之墾・8ウ③）、   
三両（3ウ①）、三四盃（－はい・7ウ⑧）、三ツ（6ウ②墾）、  
四十（12オ④）、  
五十（2オ①・12ウ⑤）、五文（12オ⑤）、五六箇（－まい、12ウ⑥）、  
セツさかり（2オ⑤・13オ①）   
また、数詞ばかりではなく、他の語とくに名詞類に多くルピ無しの例が見られる。  
あい方（皇室②）、如何（5オ⑤）、入り（6オ①）、江戸ぶし（13オ⑧）、   
御町火（旦互⑥）、己か（§互塵・13ウ①）、親方（建旦塵）、嫁（旦互塁）、亀（拉皇塵）、   
川風（－かせ・13ウ②）、管（！旦望塵）、口（建旦塾）、   
下女（旦皇室＠・Z互堕・邑2塁）、現金（旦互塾）、子（7ウ③）、小一（11ウ⑧）、   
事（3ウ⑧・旦空塵・10ウ⑧）、言葉（Z互塁）、此の／此（坦旦・Z旦塁・7ウ③）、   
頃（11オ④）、里（Z旦塁）、在郷客（冬空塵）、仕出しや（§ヱ塵）、   
少し（3オ③・13オ⑧）、通禰（旦之＠）、尽し（Zヱ塵）、名（旦皇塁⑤）、   
直てうし（13ウ①）、也（乙互塁・11オ⑥）、女房（担旦塾、之（皇室②・11オ⑤）、   
店（⊇ヱ塵）、見せたき（巨互塵）、物（2ウ⑧）、  
人（5ウ③・7オ⑧・12ウ③・13オ⑤・15オ③）、人音（一おと・5ウ⑥）、   
吹き（主旦旦＠）、皆（8オ⑧）、呼かけ（邑互塵）、居る（！旦旦墾・13ウ⑧）   
所在について下線を施してあるものは、細註に出現する語であったり、あるいは会話主の  
略号であったりする例である。細註や略号のように物語を説明する部分において、数詞はル  
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ビなしの例が少なく、数詞以外のとくに名詞類にはルピなし例がこれに比べて多い。裏を返  
せば、数詞は会話部においてもルビなしである場合が多いということである。考えるに、漢  
数字の読みは自明のものであって、A本においてもルピを必要としなかったのであろう。   
同じくA本において、意味理解の補助手段として、左側に振り漢字あるいは振り片仮名が  
施されてもいる。振り漢字・片仮名を【】付きで以下示す。  
ねエでらけエでら【夫レもコレも】（2ウ⑥）   
新しもん【物】たら（2ウ⑦）  
しようかともてのシ【為 欲】（2ウ⑧）  
なんちよだ【如何ナル】物（2ウ⑧）  
おめエ【ヲまえ】（3オ⑤）  
たけ／＼【タカイ】（3オ⑤）  
こんだ物かわんめちやし【如此 買レヌ】（3オ⑧）  
破裂ねエば【無レハ】（3ウ①）  
三両で【トイフ】品てこさりますもの（3ウ②）  
そんだらこッちんな【サヨウナラコチラノシナ】よござります（3ウ②）  
ゑごともゑども【ヨシトイエトモ】直段も亦高ケンだのし（3ウ⑤）  
ゑサゑたら【イエ ユキタラ】（4ウ③）  
高けエていわゑるもしんねども【シラ子ドモ】（4ウ④）   
3．2．二写本間のルビの差異   
AB本間のルビの差異は、大体においてA本からB本へと本文が伝えられる間に、ルビが  
制限されたということに尽きる。前節で述べたところと併せると、   
①A本は総ルビに近くB本のルピはこれより整理・省略されている  
といえよう。それでは次に、B本ではどのような整理・省略がなされたか、本節以降具体的  
に検討してみたい。AB間ルピ異同については、以下のタイプが観察される。  
Ⅹ A本に施されたルピがB本には付されていないもの  
Y A本に施されたルビがB本においても付されているもの  
x A本とB本のルピが等しいもの  
y A本とB本のルビが異なるもの   
結果を末尾の表に順に掲げるものとする。全体的な傾向として、A本に施されたルビがB  
本に付されていないというⅩの場合が常態としてある。まずこれを【表Ⅰ】としてまとめる。  
左端から本文の表記、ルピの表記、A本における所在箇所を掲げ、右端の備考欄に特筆すべ  
き事項がある場合に限ってB本の本文表記を記した。YのⅩおよびyに関して、ルピ表記を  
仮名遣いや字体までを含めて、その異同を見ることにする。【表Ⅱ】には、本文に表記され  
た漢字を左に、ルビ表記を中に、右にABそれぞれの所在を示した。また別に【表Ⅲ】として、  
表記の仕方を含めてA本とB本とのルビが異なるものを示した。左側にA本における本文表  
記、ルピ表記、所在箇所、右側にB本のそれらを対置した。   
繰り返すが、Ⅹの状態が二本間におけるルビの常態である。したがい、A本にあるルピを  
B本がどのように残そうとしたかという点において考察するには、Yの場合を具に検討する  
ことによって明らかになるであろう。以下、YのⅩおよびyをⅩと引き比べることによって、  
順次検討してゆくことにする。  
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3．3．1A本とB本のルビが等しい場合   
表Ⅰおよび表Ⅰを対照させてみると、同一語において、B本でルビの付されているものと  
そうでない例とあることが分かる。「明後日」「算（盤）」「高ケ（－）」「起（つ）」「酌（ぐ）」  
「楼」「藁籠」「懐（中）」「復」「封（ふ）」「行（く）」である。このうち「算盤」について、  
A本初出2オ⑧（本文表記は「算」）であり、この部分についてはB本にも同じルビ表記が  
ある。しかしA本後出4オ⑥に対応するルピはB本にはない。このような例は、「高ケ（－）」  
「藁籠」「封（ふ）」「行（く）」についても同様で、初出例にはABともルピが付されて、後出  
例においてはB本にルビが施されない。つまり、   
②A本において複数ルビが付された同一語については、B本では初出例のみ施され、後出  
例では省略されことがある  
という傾向が指摘できそうである。ただし、「明後日」「起（つ）」「酌（ぐ）」「楼」「復」に  
つ ついては、必ずしもB本初出例にルビが施されてはおらず、「酌けば（7ウ④）」とある箇所  
つき ではB本にルピはなく、あとの「酌かける（13ウ⑦）」に対してはB本にて同じルピが付さ  
れている。   
次に、字音語と訓との対応関係で見ると、「野菜 おをもの」「何方彼方 あちこち」「有  
徳しやる あら（しやる）」「娼婦 おば」「娼家 おばや」「表面 おもて」「（少）掃 おん  
な」「健 かげ」「汚積ない きた（ない）」「周囲 くるり」「典物 しち」「雑然ても それ  
（ても）」「腐敗 なれ」「楼 にかい」「冷却客 ひやかし」「隔室／屋 へや」「饗応 もて  
なし」「憤然 やつき」などは、字音語本来の読みとは異なった、いわゆる義訓によるルピ  
であり、こうした語彙にABとも同じルビが付されているのである。一般的に、漢字と日本  
語の語形あるいは訓と結びつきが強くない場合、ルピを付けて両者の結びつきを明示するの  
がルビの役割であると言える。A本はもとより総ルビに近く、かつうえの諸語は日本語の語  
形との結びつきが弱いという性格もあって、B本においてルビが省略されることなく採択さ  
れたと考えられる。つまり、   
③字音語との結びつきが必ずしも強固ではない義訓としてのルビは、A本はもとよりB本  
においても施されやすい  
という、ルビ採択における要素がいま一つ挙げられる。  
3．3．2 A本とB本のルビが異なる場合   
表Ⅲに、AB本間において同語に異なったルピが振られているものを対置させてまとめた。  
A丑間におけるルビの異なり方について、以下5つのタイプに分けて説明される。   
i本文漢字の送り仮名を含んでルビが振られるかどうか   
ii一語において振られるルピが語の全部か一部か   
iiiルビに使用される仮名遣いの異なり方  
Ⅳ ルビに使用される仮名清濁の異なり方  
Ⅴ 本文の漢字が読まれる際の語形の異なり方   
うえの分類に対応する例を挙げれば以下のようになる。   
1「群集り」 あつま（A本ルビ・2オ⑦）  あつまり（B本ルビ・1オ⑦）   
ii「自尊り貌」 した－かほ（A本ルビ・12オ⑧） したり（B本ルビ・12ウ④）   
iii「顕出し」  あらわ（A本ルビ・11ウ②）  あらは（B本ルビ・11オ⑧）  
Ⅳ 「彼方」  さぎ（A本ルビ・9ウ③）  さき（B本ルビ・8ウ②）  
Ⅴ 「破裂」  きず（A本ルビ・3ウ①）  きれ（B本ルビ・2オ⑦）   
のべ語数87語あるうち、異なり用例数をタイプごとに示すと、i16例、ii8例、出25例、  
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如33例、V16例となり、如の清濁に関するAB間のルピ差がより多いことが分かる。   
観点iでは、「群集り」とあるところ、A本に「あつま」B本に「あつまり」と施される  
ように、ルピが送り仮名までを含むかどうかという点に関わるもののほか、そもそも本文に  
送り仮名の付されていない例、たとえばB本において「買責」を「うけうり（11オ④）」と  
送り仮名相当部を補読するような例も含む。さらに送り仮名に照応させて十全に振るか振ら  
ないか差異ある例、たとえば「想像る」についてA本では「かんかヘー（13オ⑤）」B本で  
は「かんか－（13ウ③）」と施されるような例も数えている。   
観点iiでは、前掲例のように複合語におけるその一部にルビを振るものかどうかであった  
り、接辞をルビに含むかどうかという例であったりする。   
観点出のルピの仮名遣いについては、前掲のようなハ行転呼に関わる表記の仕方などのほ  
か、音便・連声・音靴に与る表記例を含めて扱っている。この場合の音詑は、以下三例めに  
見るような連接母音の音靴などを指している。   
起て  たち－（A本・7オ①）  たつ－（B本・5オ⑧）   
昨日  きのふ（A本・3オ③）  きんによ（B本・2オ②）   
楼／二階  にかい（A本・7オ⑤）  にけい（B本・6オ②）  
うえの例では、「起て」はいわゆる地の文、ほか2例は会話部に出ており、この部分に限っ  
てはB本が口頭語らしさを伝えている。   
観点Ⅴ、語の読みに関する例では、前掲例のように字音語に対応する義訓としての読みの  
差異ばかりではなく、漢字に対して幾つか訓が与えられている場合、たとえば「降る」につ  
いて「くた－（A本・6オ④）」「おり－（B本・4ウ⑤）」とのように、その訓じ方に相違が  
あるものもここに含めて数えている。   
さて、観点毎の清濁の差異に関して、もとより両形を書き分けようとしない例、たとえば、  
いまで（A本・3オ⑦）  いまて（B本・2オ⑤）  
きづ（A本・3オ⑥）  きつ（B本・2オ④）  
くだもの（A本・11オ⑤）   くたもの（B本・11オ③）  
ぞうよふ（A本・7オ⑦）   そうよう（B本・6オ④）  
じよふだん（A本・7ウ⑧ほか）しようたん（B本・6ウ③ほか）  
今時  
破／傷  
果実  
雑費  
雑談  
熟れ  
禰半  
何誰  
調たり  
店児  
虚気（け）顔  
幾度  
直段  
粉楳って／へて  
藍  
尿  
斑髪  
果て  
一毎  
ぢく－（A本・11ウ①ほか）  
じゆばん（A本・2オ⑤）  
だれ（A本・6オ③）  
でき－（A本・11オ②）  
てだい（A本・5オ①）  
とぼ－かは（A本・9ウ⑥）  
なんど（A本・15ウ⑤）  
ねだん（A本・3ウ⑤）  
まじ－（A本・12ウ⑥）  
かこ（A本・11ウ③）  
ばり（A本・5オ⑧）  
しらか（A本・12ウ⑥）  
ちか－（A本・3オ⑦）  
－こと（A本・2オ⑦）  
ちく－（B本・11オ⑦ほか）  
ちゆばん（B本・1オ⑥）  
たれ（B本・4ウ④）（4）  
てき－（B本・10ウ②）  
てたい（B本・3ウ②）  
とはけかほ（B本・8ウ④）  
なんと（B本・17オ⑤）  
ねたん（B本・2ウ（D）  
まし－（B本・13オ（診）  
かご（B本・11オ⑨）  
はり（B本・4オ②）  
しらが（B本・13オ⑤）  
ちが－（B本・2オ④）  
－ごと（B本・1オ⑦）  
のように、本来濁音であるところを清音表記してしまう例がA本において5例、B本におい  
て14例見られ、得てしてB本にその傾向が弓重い。またこれとは別に、カタ行有声化に伴う濁  
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音を表記するA本と、  
彼方  
お酌／御酌  
脱ぬ  
一昨日  
富家／富家  
富家衆  
縫糸  
多言親じ／爺  
新枕  
他  
真に  
緯  
小刀  
そうではなく標準形で表記するB本との相違が以下観察される。  
さぎ（A本・9ウ③）  さき（B本・8ウ②）（前掲例）  
－しやぐ（A本・7ウ②）   おしやく（B本・6オ⑥）  
おぢ－（A本・12ウ⑥）   おち－（B本・13オ⑤）  
おどゝい（A本・15ウ⑤） おとゝい（B本・17オ④）  
をやかだ（A本・12ウ⑤ほか）おやかた（B本・13オ④ほか）  
おやがたしゆう（A本・2オ④）おやかたしう（B本・1オ④）  
たでいと（A本・3ウ①）  
ねぐだをや－（A本・14ウ⑦）  
はづ（A本・7ウ③）  
ほが（A本・3ウ⑦）  
まごどに（A本・15ウ⑧）  
よご（A本・3オ⑧）  
わぎざし（A本・13オ①）  
たていと（B本・2オ⑥）  
ねくだおやち（B本・15ウ⑦）  
はつ（B本・6オ⑧）  
ほか（B本・2ウ④）  
まこと－（B本・17オ⑧）  
よこ（B本・2オ⑥）  
ワきさし（B本・13オ⑧）   
こと観点Ⅳに関しては、方言的要素を資料中に投ずるか否か、方言資料として扱う場合の  
価値を左右する点、〈A→B〉間の筆録意識に注意する必要がある。すなわち、タカ行有声化  
に関して、A本には方言的要素の投影がルピ表記になされており、話し言葉的であるのに対  
し、B本においてそれは捨象されがちな要素である。   
B本において、音便・連声・音靴などの口頭語らしさを一部伝えるが、当該方言音である  
カタ行有声化を表す濁音表記は、そもそも清濁を書き分けようとしない傾向にあっては捨象  
されやすいという要素が認定される。  
3．3．3 A本のルビがB本では付されていない場合   
A本本文において、字音語の持つ読みではなく、また漢字に密接ではない訓がルビとして  
付されている例を見ておきたい。  
燃し うつ－（7ウ①）・お嫁さま  ーが－（12オ⑤）・戸外  おもて（8オ⑤）  
－から（13ウ②）  
????
おやかた（14ウ①ほか）・我等 おら（4ウ⑥）・一許  
からがミ（7オ②）・衣類 きるい（3オ②）・唄女 げいしや（12ウ②ほか）  
篤資 しんせづ（5オ⑥）・銭費 ぜにつかひ（13オ②）・遠近 そここゞ（8ウ⑥）  
拭巾 てぬくひ（5ウ⑦）・門口  とのくぢ（9ウ②）・楼 にかい（6ウ⑧）  
老婆 ばゞ（3ウ⑧）・店長 ばんとふ（2ウ③ほか）・隔室  へや（8ウ⑥）   
枕過 まくらもと（8ウ③）・愚直 まじめ  （5オ⑤）  
このうち、B本における下線部分の本文表記を探れば、「移し（6オ⑥）」「おかさま（12  
ウ①）」「おら（3オ⑧）」「手拭（4オ⑨）」「二階（5オ⑥）」「伴頭（1ウ②）」「部屋（7オ⑦）」  
「枕元（7オ④）」と、訓に密接な漢字が用いられたり、仮名や漢字仮名交りに変換された  
りしている0他は、B本ではルビなしで同じ表記が採られている。前々項で検討した「字音  
語との結びつきが必ずしも強固ではない義訓としてのルビは、A本はもとよりB本において  
も施されやすい」という要素については、ここで「漢字の表記自体の変改がなされなければ」  
という付帯条件によって部分修正される必要がある。これを総じて換言すれば、  
④字音語の読みとの結びつきが必ずしも弓垂固ではない義訓としてのルビは、A本はもとよ   
りB本においても施されやすいが、B本において漢字の表記自体の変改がなされればル  
ビの省略を受ける場合がある  
ということになる。  
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また、A本にてカタ行有声化に与る濁音表記がなされながら、B本においてそのルビの付  
されていない例を力行から先に、次いで夕行の例と順に以下挙げる。  
赤く あが－（11ウ②）・登んだ あが－（6オ⑦）・幾度 いぐたび（3ウ④）・  
出行 いてゞゆぐ（14ウ⑥）・田舎 いなが（2オ②）・起て をぎー（14ウ④）・  
聞て きゞ－（14オ⑦）・気の毒 き－どぐ（4オ②）・客 きやぐ（7ウ⑦ほか）・   
催促 さいそぐ（15ウ①）・盃 さがづき（7ウ⑤）・支度 したぐ（2ウ⑥）・  
燭重 しよぐだい（7オ⑥）・遠近 そここゞ（8ウ⑥）・太鼓 たいご（8オ①）・   
立行 たちゆぐ（6オ⑦）・出来 でぎ（15ウ①ほか）・処 とごろ（8ウ⑧）・  
債 あだい（2オ⑦）・新しもん あだら－（2ウ⑦）・跡 あど（7ウ⑦）・   
一文 いぢもん（3オ⑥）・何時 いづ（13オ③）・富家／親方 おやかだ（14ウ⑤ほか）・   
亀吉 かめきづ（14ウ④）・口 くぢ（7ウ⑧）・事 こど（3オ⑤）・中 なが（2ウ①）・   
二百鰊人 にひやぐよにん（5ウ②）・布子 ぬのご（2オ⑤）・煉薬 ねりやぐ（14ウ①）・   
軒 のぎ（2オ④ほか）・馬鹿らしく ぼが－（9ウ⑤）・運ひ はご一（13オ①）・   
外 はが（5ウ④）・紋所 もんどごろ（11ウ⑥）・言ば こど－（15ウ②）・   
今日ハ こんにぢ一（2ウ⑤）・篤賛 しんせづ（5オ⑥）・世帯持 せだいもぢ（12オ⑧）・  
節 せづ（2ウ⑦）・門口 とのくぢ（9オ②）・とり出し －いだ－（3オ②）・  
二三日 にさんにぢ（15ウ⑧）・八軒街 はぢげんまち（12ウ②）・   
春吉 はるきぢ（6ウ①ほか）・別間 べづま（13ウ⑧）・亦／復 まだ（3ウ⑤ほか）・  
悪口 わるくぢ（5ウ⑥）   
以上は、地の文・会話部を問わず現れるものである。B本に付されなかったルピの中にも、  
かなりの数に上ることが知られよう。前項で触れた場合と同様であるが、   
⑤当該方言音であるカタ行有声化を表す濁音表記はB本において捨象されやすい  
という要素は、ここにおいてより確実になったと認識されよう。  
4．まとめ   
本稿において、郷土資料が後年どのように書写・整理されていくのか、一事例として鶴岡  
市郷土資料館に蔵される『みやげつと』二写本を取り上げ、ルビの扱いについて検討した。  
A本からB本への本文伝承の間、書写に際して以下の造作が関与していることが判った。  
① A本は総ルビに近い状態であり、B本のルピは整理・省略されている。  
② A本において複数ルビが付された同一語は、B本において初出例をしばしば除き、後出  
のルビが省略されことがある。  
③ 字音語との結びつきが必ずしも強固でない義訓としてのルビは、A本はもとよりB本に  
おいても施されやすい。  
④ さらに③について、B本において漢字表記自体の変改がなされればルビの省略を受ける  
場合がある。  
⑤ 庄内方言音であるカタ行有声化を表す濁音表記は、B本において捨象されやすい。   
このうち②に関しては、初出例からルピが施されない語もあり、また後出例において施さ  
れるルピも存するため、絶対的な条件にはならない。しかしながら③④⑤はかなりその傾向  
が頚著であり、資料が書写・整理を経る過程において、書写者・編纂者の意図を受けやすい  
要素であることに注意が引かれる。ことB本は、膨大な郷土資料群を後世に損ねることなく  
確実に伝えるための編纂という第一便命あっての産物である。後生にとって読みやすく、ま  
た理解しやすいものでなくてはならず、表記については簡明さが必要であったであろう。ル  
ビの振り方については分かりやすさのうえに、読み手にとって煩雑であってはならないとい  
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うルビの効率性も求められたであろう。ただしこれを言語資料として参看する際、とくに⑤  
は選択した写本により大勢に大きく影響が及ぶに違いない。調査にとって良質の写本を選択  
するという、いわば当たり前のことが肝腎である。   
今回はルピの表記に限って見てきたのであるが、本文自体を対象にしての他の表記の有り  
様についても同趣の検討が求められると考えており、また別の機会に譲りたい。   
【諸注】  
（1）後に触れる、斎藤玄々堂による筆写本の識語には、  
此小冊子は誰人の戯なるを知らす 文中二一失銀／の善悪をいふ事曽兵衛の煮うりの事  
なとあれハ多分／文久より慶鷹頃の作なるへし 白井固大人か／湯のあかなとを読ンて  
のたわれか／因に想ふに佐川渕翁か酔中の話しに若きとき／美やけつとゝいふ戯書せし  
事有りと耳の底に残りし／を恩ひ出せは此冊子なるも知らす（20表）  
とあり、「昭和五年九月中浣」の撃となっている。  
（2）漢字のみならず、仮名におけるルビも見られる。一つは、変体仮名の読みを助けるものと  
して示される、  
ほとん登【と】（5裏④）、娯しみを【ヲ】（13裏⑧）、直くに【に】（15表⑦）  
のような例と、二つは、庄内方言的要素を強調するものとして、  
さて【で】も（10表②）、いと【ど】（10表⑥）  
のように、濁音仮名の付される例とである。  
（3）もちろん、数詞でもルビのある例は以下のごとく散見される。  
一把（いちは・12オ③）、一尾（いちほん・10ウ①）、一夜（いちや・12ウ⑦）、  
一文（いぢもん・3ウ⑥）、一り（いち－・8オ③）、一銭（いづせん・12オ⑦）、  
一人（ひとり・9ウ③）、  
二階／楼（にかい・6ウ③⑧・8ウ②）、二人（ふたり・9ウ③）、  
二三日（にさんにぢ・15ウ⑧）、  
三ツあし（み－・6ウ⑦）、三処（ミとこ・10オ④）、三巾（ミはゞ・11ウ④）、  
三ツ四ツ（み－よ－・11ウ③）、  
五十文（ごじうもん・12オ③）、  
八里（はちり・11オ⑧）、  
十歩（とあし・4オ③）、  
千り（せん－・8オ③）  
（4）「だれ／たれ」の例は、一見口語形と文語形との対立に思えるが、当該例は会話部におけ  
る出例であり、「だれ」を標準形と捉えて清濁の書き分けが行われているものとそうでない  
ものとの差異と見るべきところである。   
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【表 Ⅰ】  
本文表記   ルビ表記   用例の伊口重   B本本文における対応簡所表記   
蕾相   あいそ   2ウ庄）14ウ（∋  
会津朱塗  あいつしゆぬり  6ウ⑦  
赤ぐ   あが－   11ウ②  
畳んだ   あが－   6オ⑦   該当部ナシ（4ウ⑦）  
秋   あき   11オ④  
飽まて   あく－   9ウ⑧  
上ケ   あー   4オ④ 7ウ⑤  
あけ   4オ⑧  
開ケ   あー  7オq〕  
明た／だ  あけ－   9オ③ 9オ③ 9オ⑥  
掲け   あー   7ウ⑥  
朝起   あさをき   9ウ①  
明後日   あさって   15オ①  
明日   あした   8ウ⑥  
あ  あす   15ウ①  
償   あたい   4オ① 10オ⑦11オ（D  
あだい   2オ⑦  
頭   あたま   2ウ② 11ウ⑦  
新しもん  あだら－   2ウ⑦  
跡   あと   8ウ⑤ 9ウ②  
あど   7ウ⑦  
後   あと   6オ⑦  
鹸目村   あまるめむら   12オ④  
歩   あゆミ   12ウ⑧   歩ミ（13オ⑧）  
洗ひ   あら－   10ウ④  
或ハ   あルい一   5ウ⑨  
有は   あろ   10ウ②   有ろは（9ウ③）  
青物市   あをものいち   11オ③11オ④  
行燈   あんどん   7オ② 7ウ①  
蕃歴   あんま   5ウ信）   妾麻 r4オ（副）   
幾度   いくたひ   3オ（釘  
いぐたび   3ウ①  
以前   いせん   7オ（む  
出し   いた－   5オ④ 10ウ④14ウ①  
出せ   いた－   9オ⑨  
一把   いちは   12オ（卦  
一尾   いちほん   川り①  
→歩   －ぶ   4オ（訂   一分（3オ①）  
一夜   いちや   12ウ⑦  
一文   いぢもん   3オ信）  
一リ   いち－   8オ③  
一人前   ーまい   6ウ②  
13オ⑦  
何時   
一の谷   ーたに  
いづ   13オ③  
五日町   いつかまち   15オ①  
一銭   いづせん   12オ⑦  
出る   し＼つ－   11オ⑤  
出て／で  いて－   
5オ③  
13オ⑥  
い  いてゞゆぐ   14ウ⑥   出て行（15ウ③）  
田舎   いなか   8オ① 11オ⑤  
いなが   2月‾（診  
大   いぬ   5ウ⑥ 11ウ③  
云わず   い－・ず   6オ■①  
所謂   いわゆる   2オ③  
云ふ   い一   8ウ⑥   いふ（7オ⑦）  
酢   いひき   8ウ⑦  
いゝ入るれ  ーしヽ－   15ウ③   いひ入るれ（17オ②）  
言のび   いゝ－   15ウ②  
家   
いへ   9ウ①  
ゑ   4ウ③  
家毎   いへこと   5ウ②  
田 ‾7   いま   9オ① 15オ④  
妹許   いもから   13ウ②  
入口   いりくち   7オ①  
入る   い一   5ウ⑤  
色里   いろさと   5ウ①  
入るゝ   い   5オ① 3ウ①  
艦砲   いんろふ   14ウm  
うし－   11ウ（①  
うすじよふ   12ウ②  
う  後ろ         薄情         請合う   うけあー  13オ③  請合ふ（13ウ（訪）   
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絶とり   うけ一   5オ②  
内   うち   9オ⑥  
中   うち   2ウ③ 3オ② 5オ④  
うち鳴らす  －な－   4ウ②  
打た   うつ一   4ウ①  
燃し   うつ－   7ウ①   移し（6オ⑥）  
う                                                          上   うへ   2ウ②  
宜   うペ   12ウ④  
裏表   うらおもて   3オ⑥  
裏口   うらくち   5ウ⑤  
膏ねェ   うら－   3オ④  
羨しく   うらやま－   15オ⑤  
魚   うを   10オ⑥11カ‾m  
え  柄   ゑ   5ウ⑧  
お嫁さま  －が－   12オ（封  
置   おき   6オ⑥  
置き   お－   7オ②  
置て   をき－   10ウ③   おいて（9ウ④）  
お気の毒  －き一どぐ   12オ②  
御客（さん）  おきやく   8オ⑦ 10オ‾⑧  
御客様方  おきやくさまかだ  2オ⑥  
御国   をくに   10オ①  
起き   を－   
をニー   
9オ⑥  
起し  9オ①  
起て   をぎー   14ウ④  
押て   おし－   14オ①  
お肴   －さかな   6ウ（9  
遅けれ   をそ－   9ウ①  
お染さん  －そめ－   15オ碩）  
溶かゝる  をち－   11ウ⑥  
落て   おち－   4ウ⑦  
跳   をつらへ   15オ⑧  
御天気  おてんき  15ウ（∋  
ゴ乙 l∃   
おと   8ウ⑦  
をと   9オ②  
お隣   ーとなり   15オ⑦  
驚き   おとろ－   9オ②  
同じく   おな－   9オ③   司しく（8オ②）  
己か   おの－   5ウ④  
をの－   9ウ④  
己れ   おの－   8ウ④  
歯黒斑   をはくろまたら  11ウ（D  
お                                                                                                                                                                                                                                                              帯   おび 8ウ④  
をぴ   11ウ（診  
多く／き／けれ  おふ－   2オ④ 5ウ⑤ 10オ③  
11オ⑥15オ（卦  
大喧嘩   おふけんくわ  8オ⑦  
大音   おふこへ   8オ⑤  
負ひ   お－   13ウ②  
覚しく   おほ－   8オ①  
掩ひ   おう－   11ウ⑥  
戸外   おらて   8オ⑤  
面   おもて   5ウ⑦  
重き   おも－   11ウ⑦  
重荷   をもに   13ウ①  
思ね   をもハー   9ウ③  
思ひ   をもー   15オ③  
思た／て  おも－   6オ③ 8オ③  
おも－   4オ① 13オ（診13ウQ）13ウ⑧  
思へ／エ  14オ③15オ⑧15ウ③  
をもー   9オ⑦ 14オ②  
親   をや   15オ②  
富家   おやかた   14ウ①  
おやかだ   14ウ⑤14ウ⑥  
親方  をやかた   13オ（D  
をやかだ   13オ壇）14ウ（卦  
親方つアん  おやかた－   10ウ①  
親かッつあん  をや－   13ウ⑥  
女   おんな   我等 おら  4ウ⑥       7ウ⑤  
女あきんど  おんな－   11オ（説  
香   か   7ウ⑦   当該部ナシ（6ウ②）  
ああいゝ   15オ⑥  
かう   10ウ（卦  
高下   か         可愛         斯  かうげ 10オ⑦  
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買て   かうー   12オ⑦  
女房   かゞ   13オ⑥  
嫁   かゝ   6オ② 6オ④  
かゞ   6ウ② 6ウ⑤  
掛直   かけね   12ウ（D  
傘   かさ   13ウ①  
数   かず   6ウ②  
風   かせ   10ウ③13ウ②  
方   かた   6オ①  
刀   かたな   6オ⑥  
片はづし  かた－   12オ①  
買て   か一   10ウ①  
門口   かとくち   9オ⑧ 14ウ④  
哉   かな   12ウ①   かな（13オ③）  
か                                                                                                                                  金   かね   4ウ⑤  
彼の   か－   12ウ③  
彼   かの   5カ「〇   かの（3ウ②）  
買   かい   11ウ④  
貝類   かいるい   10オ⑥  
帰さ   かへ一   買へ  か－  12オ⑧         14オ②  
却りて   かへ－   12ウ①   却而（12ウ④）  
還り来れ  かへ－きた－  7オ丑   帰り来れ（6オ②）  
顔   かほ   14オ⑧  
上下肴町  かミしもさかなまち  10オ（弟  
亀   かめ   13オ⑤13オ⑦14ウ⑤14ウ⑥  
亀吉   かめきち   12ウ⑧  
かめきづ   14ウ④  
通ひ／わぬ  かよ－   6ウか 12ウ③  
通う   かよ－   5ウ③  
隔紙   からがミ   7オ②  
彼是   かれこれ   6ウ⑧  
算   かんざし   11ウ⑥14ウ②  
来賓魚   かんたら   10ウ月〕  
気   き   14オm15ウ（l）  
聞て   きゞ－   14フト⑦  
聞へ   きニー   8ウ⑥  
聞こゆ   きニー   8ウ⑦  
衣   き－   15オ（彰15オ⑥  
貴職老若  きせんろふにやぐ  2オ⑦  
来り／れ  きた－   
7オ① 8ウ② 14オ①14オ③  
15ウ③  
来て   き－   7オ⑤ 7オ⑦   来い（6オ（∋）  
き                                                                                    庇   きつ   9ウ④  
気の毒   き－どぐ   4オ（診  
ナう   2オ②  
6オ⑦ 7ウ② 7ウ⑦ 8オ①  
きやく  8ウ③ 8ウ⑧ 9オ② 9オ⑥  
客  
10オ⑦13オ⑥13ウ⑦14オ⑤  
6オ① 7オ⑥ 7ウ③ 7ウ④  
きやぐ  7ウ⑦ 8オ（診 8ウ① 9オ②  
9ウ① 14オ③  
衣類   きるい   3オ圧）  
くゞり戸  －と   6オq）  
ロ   くち   7ウ⑥ 10ウ⑧  
くぢ   7ウ⑧  
首   くび   4ウ②  
食   くい   8ウ② 9ウ⑧   食い（9オ②）  
く                                                食物膏   くいものうり   10オ②  
窪   くぼ   12ウ（卦  
噌き   くら－   2オ（診  
く り  11オ〔8）  
－   2オ〔6）11ウ（4）11ウ（7）12ウ（7）  
菓子   くわし   6ウ②  
食るゝ   くわ－   11ウ（訊  
塾子   ゲイこ／げいこ  6ウ① 7オ〔0  
け            唄女   げいしや   12ウ②12ウ⑧  
げじよ   7オ⑤  
現金   げんきん   8オ■（執  
子  6オ（沙 7ウ（遜 13オ包）15オ（丑  来エ    6ウ① 6ウ②  
黄金   こかね   2オ（3  
麦   こゝ   2オ③ 5ウ① 12ウ④  
心   こゝろ   5オ①  
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心ろ   こゝ－   15オ②  
御座りまし（す  ござ－   15ウ⑦  
腰   こし   11ウ④11ウ⑧12ウ⑤  
五十文   ごじうもん   
ごじよふが   
12オ③  
御城下  12ウ⑦  
事   こと   3オ⑧ 10オ⑤  
こど   3オ⑤  
5ウ④ 11ウ⑥11ウ⑦  
如く／し  こと－         ごと－   12ウ⑦  
言の薬   こと－は   5ウ①  
青ば   こど－   15ウ②  
言葉づがい  ことば－   12オ①  
2ウ⑦ 3ウ③ 3ウ⑥ 4ウ⑤  
此   この  6オ⑦ 6ウ④ 8オ⑤ 9オ②  
10ウ（4）12ウ（3）13オ・（6）13ウ（8）  
恋   こい   5オ⑧ 5ウ③ 12ウ③  
こい   13ウ（D  
好む   この－   10オ⑦  
呉服   ごふく   2オ④  
小風呂敷  －ふろしき   11ウ⑧  
牛房   ごぼふ   12オ②  
小真木大根  こまきだいこん  11オ⑦  
困リ   こま－   15ウ⑧  
肥た   、＿．へ■’■   10ウ④  
今宵   こよい   13ウ⑦  
管   こゑ   10オ⑥  
ー ヘ   6オ④ 8ウ⑥ 14オ④  
是   これ   6オ② 10オ①11オ⑥  
是レ  15オ③  
斯んだ  10ウ（診  
今日ハ   こんにぢ－   2ウ⑤   扇亥当部ナシ（1ウ①）  
今夜   こんや   14ウ（訊  
在郷   さいこ   10オ⑧  
催促   さいそぐ   15ウ①  
財布   さいふ   4ウ③ 4ウ⑥  
盃   さかつき   7ウ④ 7ウ⑥ 7ウ（∋  
さがづき   7ウ⑤  
肴   さかな   6ウ⑧  
魚市   さかないち   9ウ⑦ 10オ③  
魚蔵   さかなくら   10ウ④  
笹原   さゝぱら   6オ⑧ 7オ④  
さ                                                                                       前   さき   6オ⑦ 9ウ②  
先   さき   8ウ③  
酒   さけ   6ウ④ 7ウ⑧ 8オ⑧  
下け   さ   8ウ圧）  
里   さと   9オ⑧ 12ウ③  
覚し   さま－   9オ②  
三味   さみ／しやみ  8オ①  
皿   さら   6ウ⑦  
三四盃   ーはい   7ウ⑧   三四杯（6ウ③）  
三種   さんしゆ   6ウ（勒  
思案   しあん   5ウ（封  
然も   しか－   10オ③  
仕切   シきり   10オ‾⑥  
下   した   7オ①  
支度   したく   9オ⑦  
したぐ  2ウ⑥  
ロロ   しな   2オ⑧ 3ウ② 3ウ③ 3ウ00  
暁   しのゝめ   9オ（D  
忍ひやか  しの－   5ウ⑤  
強て   しい－   14ウ③  
縞   しま   3オ③11ウ⑧  
島田   しまた   11ウ⑥  
霜降り   しもふり－   12ウ⑥  
し  じよふ   15オ③  
上手   ぢよふちに   13ウ⑤  
商人   しよふはいにん  12ウ①  
酌   しやく   7ウす  
蛇の目   じや－め   11ウ⑤  
差別   しやべづ   11オ⑦  
三味線   しやミせん   13オ⑦  
首尾   しゆび   9オ⑥  
野山人先生  しくさんのせんせい  15オ③   覇山人先醒（16オ③）   
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燭基   しよくだい   7オ⑤  
しよぐだい   7オ（討 7オ（◎  
し                    緒方   しよほふ   15オ⑧  
知らず／ぬ  し－   11ウ④12ウ①14ウ（む15オ②  
億管   しんせづ   5オ（訊  
少し   －   14オ（刀14ウ（9  
す  すミ   4ウ⑦  
夫   へ   11オ（弟  
闇する   しよう－   5ウ②  
笑止   しよふし   14ウ⑧  
知らね   し－   4ウ⑥  
白く   しろ－   10ウ③  
粋   すい   14オ③  
直に   すく－   6オ①  
直くに   す－   15オ⑦  
終し   すご－   9ウ⑧  
坐る   すわ－   6オ②   居る（4ウ②）  
せ                                                                                   背負（い）  せおい   5オ②  
11ウ⑤  
世帯持   せだいもぢ   12オ⑧   世帯（12ウ④）  
節   せつ   11オ⑦  
せづ   2ウ⑦ 10オ⑤  
節句前   せつくまへ   14オ①  
脊   せなか   13ウ（D   肩（13ウ⑨）  
銭   せに   12オ⑦  
銭費  ぜにつかひの   
世話   せわ   13オ②         14オ①  
全盛   ぜんせい   12ウ③  
手り   せん－   8オ・（罰   千里（6ウ（刊）   
曹兵衛   そうヘヘ   6ウ（餅  
遠近   そここゞ   8ウ⑥  
袖   そて   4オ⑧  
外   そと   5ウ⑤  
其   その   5オ⑧ 5ウ⑦ 10オ⑤11オ⑦  
側   そば   4ウ⑦ 6オ⑥ 7オ⑤ 11ウ②  
6オ④ 6オ⑤ 6ウ③ 7オ①  
そ                                                             染   そめ  7オ② 7ウ① 7ウ⑤ 8オ⑥  
8オ⑧ 8ウ① 8ウ④ 9オ③  
染の   そめ－   6オ③ 6ウ⑧ 8ウ② 8ウ③  9オ②  
染や   そめ－   15オ①15ニ8－⑦15オ⑧15ウ⑥  染屋（16オ①）  
染ゆかだ  そめ－   15オ②  
算盤   そろばん   4オ⑥  
柑   そん   4オの  
田   た   5ウ吐）  
壷   だい   6ウ⑧ 7オ（診  
太鼓   たいご   8オ①  
大事   だいじ   14ウ③  
大小落しざし  たいしよふおと－  5ウ⑦  
大丈夫   たいぢよふ   3ウ③  
高けエ   た－   
高く／ぐ  たか－   4ウ③         2オ⑤ 4ウ①12オ②  
丈け   た－   3ウ③  
輩   たくい   11オ⑤  
出さ   だ－   9ウ⑧  
唯   たゝ   8ウ⑤ 8ウ⑥  
た                                                                                                                 起て   たち－   4オ③  
たつ－   6ウ③  
立て   たち－   7オ⑥  
立戻リ   たちもと－   4オ・④  
立行   たちゆぐ   6オ⑦   立ちて…上る（4ウ⑦）  
立寄   たちより   2ウ⑤  
携   たつさへ   11オ①  
探ぬれ   たっ－   5オ⑧  
娯しみ   たの－   13ウ⑧  
度毎   たひこと   12ウ⑦  
為   ため   14オ⑤  
絶る   たゆ－   5ウ⑥   絶ゆる（4オ⑥）  
箪笥   たんす   13ウ（∋  
棺那さん  だんな－   6オ㈲  
少と   ちと   4オロ）  
ちとり   13ウ（a  
ち           千鳥         丈夫   
ぢよふふ   3オ③  
ちや－ま   6オ〇 
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ち  中故   
てうぶる   2ウ（∋   中古（1ウ（む）  
ちゑ   9ウ（酌  
通   つし＼   12ウ（冴  
通人   ついぢん   13オ⑧  
費は   つか－   12オ⑧  
柄袋   つかふぐろ   13オ①  
酌け   つ－   7ウ④  
購ひ   つくの－   11オ①  
領け   つゞ－   7ウ⑦   つゝけ（6ウ③）  
田                                                                 終に   つし＼－   15ウ② 
杖   つへ   11ウ⑦  
領置し   つみおき－   3オ②  
爪   つめ   4ウ⑧  
爪弾   つめひき   14オ④  
連ね   つら－   2オ④  
連   つれ   9オ①  
怒屋   つるや   12ウ信）  
手   て   4ウ0〕11ウ（沙  
拳   て   4ウ①  
妹   てい   14オ⑧  
亭   てい   15ウ⑥  
ていしゆ   15ウ（む  
亭主   ていしゆ   15ウ③  
て  てぎ   7オ（診  
出来  でき   15ウ④  
でぎ   15ウ①  
手代   てだい   2オ⑧  
手なか帽子  て－ぽふし   2ウ②  
拭巾   てぬくひ   5ウ⑦   手枕（4オ⑨）  
照らぬ  て－  11ウ（説  
と   口   9オ③  
時   とき   3ウ⑥ 8オ⑤  
解き   と－   4ウ③ 8ウ④  
徳利   とくり   7ウ② 7ウ⑥  
床   とこ   8ウ②  
処   とごろ   8ウ⑧  
齢   とし   2ウ①   年（1オ⑨）  
歳老たる  としをい－   11ウ⑦   年老いたる（12オ⑤）  
年越肴   としこしさかな  11ウ①   年取魚（10ウ①）  
調へ   とゝの－   6ウ⑧  
禰へる   とな－   11オ（∋  
隣家   となり   8オ① 15オ④  
隣   となり   8ウ⑧ 9オ①  
と                                                                                                                            隣り   とな－   8オ⑦  
並   となり   14オ③   となり（14ウ⑨）  
門口   とのくぢ   9ウ②  
間あわせ  とい－   15オ⑦  
問屋   といや   11オ⑤  
飛いて   とび－   9ウ②   飛出で（8オ⑨）  
通町   とふりちよふ   10オ④  
宿らず   とま－   12ウ⑦   泊らす（13オ⑦）  
泊り   とま－   8ウ⑧  
留   とめ   14ウ③   留め（15オ⑧）  
共に   とも－   7オ⑥  
とり出し  ーいだ－   3オ②  
－いた－   4ウ④ 6ウ①   取出し（4ウ⑨）  
取替へ  とりか－  13オ（到  取かへ（13オ（訊）   
なか   2オ（丑 5ウロ）10オ（allウ（遜  
中  13ウ（診  
なが   2ウ① 10オ④  
馴染   なじみ   13ウ⑦  
斜   なゝめ   11ウ⑥  
何   なに   8ウ（訪  
な                                                       何某   なにがし 12ウ④  
七日町   なのかまち   5オ⑦  
馴らい   な－   9オ⑧   馴らひ（8オ⑦）  
双ぶれ   なら－   8ウ③  
並べ   なら－   10オ⑥  
鳴り   な－   8オ⑥  
成れどヰ、  な一  13オ（罰   成りとヰ）（13オ府））  
二階   こかい   6ウ（∋ 8ウ②  
楼   こかい   6ウ（診   二階（5オ⑥）   
に  賑し   こきわー   5ウ⑦ 10オ⑤  
二三日   こさんにぢ   15ウ⑧  
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藁籠   こたわら   4ウ② 5オ②  
二百鹸人  －ひやぐよにん  5ウ②    に    こぽふ  6  
女房   よ   ウ④ 13オ⑥  
－りよふ   3オ（和  
ぬ  糟味噌   ぬかみそ   13オ（辺   糠味噌（13オ但））  
ぬのこ   2オ（訂  
晋   ね   5ウ喧） 8オ喧）  
楳   ね   6オ⑧ 9オ④  
森樽ぶ   ねころ   8ウ③  
ね                               眠ふた   ね－  9オ⑤  眠た（8オ④）  
直段   ねだん   10オ⑧  
ねたん   10ウ⑦  
ねりやぐ   14ウm  
軒   のぎ   2オ㊨ 2オ喧）  
覗て   のぞい－   11ウ③  
覗き見る  のぞ一ミー   2ウ③  
の                              罵る   のゝシー 2オ⑦  
伸たる   のび－   13オ④  
登る   のぽ－   6オ⑦  
飲ミ   の－   7ウ①  
敗   のむ   7ウ（説 13ウ（刊  
歯   ま   11ウ②12ウ（沙  
袴   まかま   8ウ⑥  
馬鹿らしく  まが－   9ウ⑤  
吐ちらし  まき－   7ウ⑧  
運ひ   はご－   13オ（D  
堕さま   ゴー   2ウ（郭  
媚   まじ   2ウ② 4ウ⑧  
弾き   まち－   4オ⑥  
まちけんまち   
八軒街  はぢげんまち   
12ウ⑧  
12ウ②  
八里半豆  まちりはんまめ  11オ⑧  
鼻毛   はなけ   13オ③  
母   まゝ   15オ⑥15ウ①15ウ②15ウ⑤  
2ウ⑤ 2ウ⑤ 3オ① 3オ⑤  
ばゝ／ぱゞ  3オ⑥ 4オ① 4オ④ 4オ⑤  
は                                                                                                                       婆  4オ⑦ 4ウ② 4ウ③ 4ウ⑤  
4ウ⑥ 5オ① 5オ② 5オ③  
老婆   まゝ   3ウ⑧  
早く／し  はや－   5オ① 9ウ② 14オ②15オ⑧  
腹   まら   10ウ④14オ⑧  
春   まる   11オ④  
はるきぢ   6ウ① 6ウ② 7ウ② 7ウ⑤  
春吉  7ウ③  
まるきづ   7オ⑥  
春夏秋冬  はるなつあきふゆ  10オ⑤  
羽織   まおり   8ウ④   羽折（7オ⑤）  
はをり   9オ⑥  
繁華   まんくわ   2オ②   繁花（1オ②）  
繁昌   はんじよふ   9ウ⑦ 10オ③  
店長   ばんとふ   2ウ③ 4オ⑥ 4ウ④   伴頭（1ウ②）・店頭（2ウ⑨）  
鼻   まんとふ   2ウ仔）   
火   ひ   7ウU  
日   ひ   9ウ⑧ 11ウ⑤  
日傘   ひかさ   11ウ⑤  
髭   ひけ   12ウ⑥   髭（13オ⑤）  
日比   ひころ   14オ①  
久しぶり  ひさ－   6オ③ 6オ⑤  
人   ひと   5ウ① 7オ⑧  
ひ                                                                    一日市   ひといち 2オ（D 
一日市街  ひといちまち   2オ③  
人音   －おと   5ウ⑥  
日どし   ひ－   10ウ②10ウ②  
一人   ひとり   9ウ③   一人り（8ウ①）  
部   ひな   2オ②  
隙   ひま   5ウ①  
昼   ひる   5ウ信） 5ウ（訂   ひる（4オ‾（祝）   
笛   ふへ   5ウ⑥  
深く   ふか－   12ウ⑧  
腹痛   ふくつう   14オ⑧  
ふけうー   14ウ②   不興気（15オ⑦）  
深けゆく  ふ－   8ウ⑤  
ふ                             不興げ                  二人   ふたり   9ウ③  ふところ   5オ〇 
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懐   ふところ   5ウ⑧ 14オ⑧  
太物類   ふとものるい  2オ④  
ふ                     振出し   ふりいた－  5ウ⑧  
風呂敷   ふろしき   11ウ⑤  
冬の荏   ふゆ－よ   13ウ佗）  
別   べつ   9ウ⑧ 11オ（封  
ロ            別間   べづま   13ウ⑧  
隔室   へや   8ウ（訊 14オ（罰   部屋（7オ斤））   
外   まが   5ウ毯）  
ほ           欲しき   ま－  3ウ⑥ 3ウ⑧  
程   まど   14オ（D  
盆前   ぎんまへ   15オ厚）15オ（郡  
甲せ   まふ－   6オ（封  
巻て   まき   ′1ウ⑧  
巻附   まきつけ   11ウ⑧  
枕   まくら   8ウ③  
枕連   まくらもと   8ウ③   枕元（7オ④）  
留   まげ   11ウ⑥  
真に   まこと－   10オ②15ウ④  
孫娘め   まごむす－   2ウ（診   孫娘（1ウ⑤）  
孫娘   まごむすめ   5オ④  
愚直   まじめ   5オ⑤  
増そう   ま－   10ウ（芳   足そう（9ウ⑧）  
惜し   ま－   12オ⑤   蓋し（12ウ①）  
ま                                                                                                              又   また 11ウ⑦15ウ③ 5オ③ 亦（17オ②） 
亦   また   2オ② 3ウ⑤ 5オ⑥   又た（2ウ①）  
まだ   3ウ⑤ 13オ④  
復   まだ   4オ①  
また   8オ③  
未た／だ   ま－   11ウ①15ウ④  
町々   まち／＼   15ウ⑧  
先ツ   ま－   3オ① 4オ①  
纏ひ   まと－   11ウ⑤  
眞似   まね   7オ⑧ 7ウ⑤  
まへ   7オ②  
前垂   まへたれ   上1ウ④  
稀   まれ   9ウm 9ウ（訣  
9ウ④  身  
見エ   ー   み  13ウ（卦       ミ  7オ⑤ 8ウ①   見ユ（6ウ①）  
見たし   み－   15オ⑦  
見送り   みをく－   14ウ④  
三日町   ミかまち   10オ④  
三日街通町  ミかまちとふりちよふ  10オ①  
2オ④ 2フゴ‾⑥ 2ウ③ 2ウ⑧  伴（1ウ⑥）  
店   みせ／ミせ  3オ① 3オ② 3ウ① 3ウ⑥  
4オ③ 4オ⑤ 4オ⑥ 4オ⑧  
4ウ⑤ 5オ③ 川カー⑥10ウ③  
店前   ミせさき   2ウ⑤  
見へ   み－   3オ⑥ 9ウ③  
見せで   み－   
ー   
3オ①  
み                                                                                                                                      見れ   9オ⑧  
短く   ミちか－   5ウ⑧  
水   ミつ   5ウ④  
みず   10ウ④  
三ツあし  み－   6ウ⑦  
自ら   みづか－   3ウ①  
見つけ   み－   
三ツ匹】ツ   
2ウ③  
み－よ－   11ウ③  
三処   ミとこ   10オ④  
源   ミなもと   5オ⑧  
三巾   ミはゞ   11ウ①  
耳かき   ミ＼‾   14ウ②  
都   ミヤこ   2オ②  
御世   みよ   10オ②   御代（9フ1■④）  
民田茄子  ミんてなす   11オ（訃  
苦し   むか－   10ウ（刀  
苦し気質  むか－かたき   5オ⑤   管し気質（かたき）（3ウ⑤）  
封へ   むか－   7ウ③  
む                             無性   むしよふ 13ウ⑦  
結ひ   むす－   2ウ② 11オ‾①  
娘   むすめ   15オ⑥15オ⑧  
胸   むめ   15オ②  
無理に   むり－   4カ‾（副  
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め   眼   6ウ（勤  
め           名物   めいぷつ   11オ⑦  
負反感  めし辛ーり   5ウ〔勤  
「   も   3ウ但）  
持   もち   6オ⑥ 8ウ②  
提ち   もー   11ウ⑧  
持て   もー   7オ⑤ 7オ⑦  
持帰り   もちかへ－   6ウさ  
も   もちゆき   6ウ⑦   持ち行く（5オ⑤）  
もちゆく   6ウ⑧   持ち行（5オ⑦）  
燃き   もへ－   13オ①   萌黄（13オ⑧）  
物   もの   3オ⑧13ウ①12オ④  
木綿店   もめんミせ   2オ①  
木綿や   もめん－   3ウ①   木綿屋（2ウ①）  
紋所   もんどごろ   11ウ（説  
家   や   6ウ也）13オ（釦  
夜具   やぐ   2オ⑤  
やく   13オ③  
や                            野夫   
やぼ   13オ④   野暮（13ウ②）  
やませうり   11オ⑧  
止   やみ   8オ⑥   止ミ（6ウ⑧）  
遣る／れ  や－   7ウ⑤ 11オ①   
－   
やる（6オ⑨）  
j曇れ   10ウ（訃   i骨ろ（9ウ頂））   
夜前   ゆうべ   8ウ⑧  
行ん   ゆか－   12オ⑥   行かん（12ウ②）  
往   ゆき   5オ毎）  
行あへ   ゆき一   9ウ③   行逢へ（9オ①）  
ゆ                                      行（き）かゝる  ゆき－   14ウ④  
往く   ゆ－   6ウ③  
行く   ゆ－   12オ⑦  
豊なる   ゆたか－   10オ①  
結たる   し＼ゝ－   12オm  
夜   よ   5ウ③ 8ウ⑤ 9オ（か 9オ⑥  
よる   5ウ⑤  
好   よい   15オ⑤  
鹸儀なく  よき－   4ウ②  
除計   よけい   12オ（D  
よ                                                 酔せ   よわー 14オ②  酔し（14ウ⑨）  
用事   よふじ   14ウ（診  
呼   よび－   4オ④ 8オ⑤ 8ウ⑦ 9オ①  呼ひ（2ウ⑧）  
よぶ   6オ④  
昨夜   よべ   9ウ⑤  
憤はれ  よろニー   5オ㈲  
老婆   らうば   2ウ（D  
ら           老婆心   ろうばしん   5オ’⑤  
羅砂／羅紗  らしや   12ウ庁）13オm  
り  立派   りつは   5オ①  
膿   ろ   7オ（封   炉（5ウ②）  
ろ           蝋燭   ろふそく   7オ⑥  
櫨ばた   ろ－   6オ（到  
往来   おふらい   5ウ（釦  
綿入   わたいれ   3オ① 5オ①  
わ                     渡せ   わた－   4ウ④ 6ウ（D  
藁   わら   4ウ（∋ 10ウ⑧   わら（3ウ（D）  
悪口  わるくぢ  5ウ（説  
ゐ  居   い－   6オn） 6オ（診 7オ（劫 13オ（む  14オ（引14ウm  
ゑ  酔   ゑい   7ウ喧）  
ゑ   6オ僧） 8ウの 10ウ月）  
紐   を   4ウ（劫   緒（3オ（9）  
を           踊衣裳   をどりいしよふ  15ウ（診  
踊る   おと－   15オ②  
折   をり   14オm    誉三家甲の桝    がゴシックで記されている箇所は会話郡の用例であることを指す。   
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降る  くた   6オ    陰る  おり  ノ1ウ  
一法†針リ  こす－   6ウ    摩擦リ  二すり  5フ！  
彼方  さぎ   9ウ    彼方  さき   8ウ  
解と〔，れ  さ  9ウ    解とられ  さとL〕  占ウ    維習′  ぞうよふ  7フ】    雑甘  そうょう  6カ  
自尊り貌  した －かほ  12オ㈲   自尊覗  したノ十・－  岨  
独力L怖  ちく－かき  ‖ウ  笠  熟柿   ちくしかき  m  
稚拙  し上ふだん  7ウ頂：′   雑鉄  しようたん  6ウ      Ⅲ  Ⅶ   しよふたん  11ウ了）   
活登  しよふ1■fい  10－    清華  しょうげい  9フ1■珊   
熟れ  らく－   憧半   ＝    熟れ  ちく－  11フT‾・耳  しゆばノレ  ㌢オ    惰半  らゆばん  1オ（丘   
斑婁  しらか   】2    城壁  しし〕が  13オ書〕   
脊萬ひ  せお－－   2ウ    背負  せおひ  2ウ・霊   
餌   ぜん   2ウ    鎚   せに   】ウ（斤   
摩己て  たち   7ン，    起て  たつ－  5オ甘   
旭’訂  たで   12  胡  性質  たら   12ウ  ′う、   
縫糸  たでいと  3ウ    綿糸  たていと  2オ葡   
代豪  たしや   12ウ？）   代零  たや   13オR   
何派  だれ   6オ・：：  十  何誰  たれ   4ウ1  
異て  ちか－   2オ甘 
果て  ちか－  3オけ）       ）  佗灯  ちよふぢん  5ウ    碍灯  てうぢん  4ウ爪   
傾き  つ－・・   2カ    棲き  つゞ－  lオ①   
調たり  でき一   内    悶たり  てき   10  
店児  てだい   5かTI〕   店児  てたい  3ウ  
何処  どさ   ：ヨウ（7二   何処  どこさ  2ウ  
刀尾  とちり   1こ〉オ  汀）  刀尾  ニつちり  13オ（兎）   
欄う  との－   2ウ    称う  とな－   lオ書′   
虚気け頗  とば－かほ  9ウ    虚気頗  とほけかほ  8ウ甘   
撰し  とう－   11‾  初  濁し  とを－   10ウ（】＼J  
熱   ない   15ウ彿   無イ  ナェー  17可‾魚   
酔客  なまよい  5ウ㈲   酔客   なまよひ  ー】オ（白1   
幾度  なんど   15ウ（5〕   幾度  なんと  17オ⑤   
楼ケこ」  
桂   
こけい  4ウ㈲  
こかい   6オ⑤   様          7フ1■（51   二階   こけい  61  
申   ねエ   6ウ（管   蕪   ね弓   ニ十  
多言槻じ  ねぐだをや－  11ウ巧）   多言爺  ねくだおやち  15  
直段  ねだん   3ウ⑤   値段  ねたん  2ウ  
糊気  のりき   3ウ㈹   糊気  のりけ  2オ  
新枕  まづ   7ウ・3〕   新枕  i／つ   6フ巨課   
尻尾  ゴりくそ  5フゴ■侶〕   尻尾  まりくそ  4可■ぜ）   
ー・塊り  ひとかた圭一  8ウ（5’）   ・一塊り  －かたま－  7オ㈲   
慢   ひとー）二ち  11オ佗〕   傾   ひとりこと  10ウ誉   
瞥ばん  ひよふ－  11ウ仰   皆はん  ひよう－  11フトぐ7〕   
実機  ふとりもち  14オ②   失機  ふとり  11ウ㈲   
他   王が   3ウ彿   他   王か   2ウ句、ノ   
頬   ほへだ   11ウ（豆）   頼   ほ   11オ甘   
矧こ  よごどに  15ウ⑧   共に  まこと－  17オ㈲   
粉持って  まじ－   12ウ抑   粉粍へて  まし－  13  
店毎  みせこと  2フ巨（テ）   店毎   みせごと  1オ  
自ら  ミつか－   9ウ⑤   自   みつから  Sウ  
可愛エ  めごへ   
持架エ  もてニー   
10オ伯）   瞳すき  やす－  9ウ（il   
可愛エ  めこ－  了り（卦       6オ⑦      7オ（3）   持て来エ    5オ（訊  陀すき  ヤー           結城純  ゆふきじま  3オ汀二   ユフキ縮  よき－  1ウ草．〕  絶つけ  ゆい－  4ウ㊥）   結び付け  むすーつ－  3ウ    撒  よご  3オ⑧   緒  よこ  2オ    小刀  わぎざし  13フ1‾仲   小刀  ワきざし  13フナ■㈲  自慾  をふへひ  12オ∩〕   自志  おうへい  12フ】■汽  時J／  をり／＼  15ウ（1〕   時JJ  おり  16オ（甘  栄＝†シックで記されている両律     州ま芸指計の川t列であるこ   、．を柑1一   
－25－   
